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地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
号
）

新
旧
対
照
条
文
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第
一
条
に
よ
る
改
正
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
）
（
抄
）

改

正

後

改

正

前

（
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
七
十
三
条
の
十
四

略

第
七
十
三
条
の
十
四

略

２
～

略

２
～

略

10

10

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九

11

11

項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す

項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す

る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得

る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得

に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の

に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の

価
格
の
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て

価
格
の
二
分
の
一

道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る

。

。

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

12

12

一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用

一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用

に
供
す
る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）

に
供
す
る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）

の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該

の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該

家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に

家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一

お
い
て
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

13

13
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二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
（
利
用

二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
（
利
用

定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用

定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
当
該
事
業
の
用

以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産

以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産

取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一
を
参
酌

取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
二
分
の
一

し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

割
合
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

略

略

14

14

（
変
電
又
は
送
電
施
設
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
等
の
特
例
）

（
変
電
又
は
送
電
施
設
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
等
の
特
例
）

第
三
百
四
十
九
条
の
三

略

第
三
百
四
十
九
条
の
三

略

２
～

略

２
～

略

27

27

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
九

28

28

項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す

項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用
に
供
す

る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価

ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価

格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市

格
の
二
分
の
一
の

町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
償
却
資
産
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

額
と
す
る
。

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

29

29

一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用

一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
の
用

に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も

に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（
当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に

の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
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か
か
わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お

べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の

い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
償
却
資
産
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

額
と
す
る
。

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
十

30

30

二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
（
利
用

二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
の
認
可
を
得
た
者
が
直
接
当
該
事
業
（
利
用

定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（

定
員
が
五
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
（

当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る

当
該
事
業
の
用
以
外
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
課
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
家
屋
及
び
償

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
の

て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割

合
（
当
該
償
却
資
産
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
二

分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

額
と
す
る
。

～

略

～

略

31

34

31

34

附

則

附

則

（
固
定
資
産
税
等
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
固
定
資
産
税
等
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
十
五
条

略

第
十
五
条

略

２
～

略

２
～

略

43

43

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以

44
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
助
開
始
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
政
府
の
補
助
で
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
た
者
が
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
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る
業
務
を
目
的
と
す
る
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
当
該
政
府
の
補
助
に
係
る
も

の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供

す
る
固
定
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
又
は
第
七
百
二

条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
開
始
対
象
期
間
内
に
最
初
に
当
該
特
定
事

業
所
内
保
育
施
設
に
係
る
政
府
の
補
助
を
受
け
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補

助
開
始
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
（
補
助
開
始
日
が
一
月

一
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
五
年
度
分
（
そ
の

者
が
そ
の
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日
に
お
い
て
補
助
開
始
日
か
ら
引
き

続
き
当
該
政
府
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
年
度
分
及
び
補
助
開
始

日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
日
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
分
に
限
る
。

）
の
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
に
限
り
、
当
該
固
定
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税

又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の

一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
で
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
固
定
資

産
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

略

45
（
事
業
所
税

の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
事
業
所
税
の
う
ち
資
産
割
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
三
十
三
条

略

第
三
十
三
条

略

２
～
５

略

２
～
５

略

６

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
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下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
助
開
始
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
政
府
の
補
助
で
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
た
者
が
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す

る
業
務
を
目
的
と
す
る
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
当
該
政
府
の
補
助
に
係
る
も

の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
事

業
所
等
に
お
い
て
行
う
事
業
に
対
し
て
課
す
る
事
業
所
税
の
う
ち
資
産
割
又
は
従
業

者
割
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
事
業
所
床
面
積
又
は
従
業
者
給
与
総
額
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
当
該
事
業
が
法
人
の
事
業
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
が
補
助
開
始
対
象
期

間
内
に
最
初
に
当
該
政
府
の
補
助
を
受
け
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
助
開

始
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
事
業
年
度
か
ら
当
該
政
府
の
補
助
を
受
け
な
く
な
つ

た
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
分
ま
で
、
当
該
事
業
が
個
人
の
事
業
で
あ
る
場
合
に

は
そ
の
者
が
補
助
開
始
日
の
属
す
る
年
か
ら
当
該
補
助
を
受
け
な
く
な
つ
た
日
の
属

す
る
年
前
の
年
分
ま
で
に
限
り
、
当
該
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
に
係
る
事
業
所
等

に
係
る
事
業
所
床
面
積
又
は
従
業
者
給
与
総
額
（
第
七
百
一
条
の
三
十
四
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
当
該
特
定
事

業
所
内
保
育
施
設
に
係
る
事
業
所
床
面
積
又
は
従
業
者
給
与
総
額
の
そ
れ
ぞ
れ
四
分

の
三
に
相
当
す
る
面
積
又
は
金
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
七
百
一
条
の
四
十
一
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

７

略

略
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